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第 3 章では，S，C バンドといったより長波長の偏波レーダ用に開発された降水粒子
判別手法を，X バンドレーダによる 3 次元の偏波パラメータ観測値に適用し，その有
効性の評価および検証を行っている。その際，粒子判別を行う上で重要となる品質管
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第 5 章では，XRAIN による現業観測値に対して，降水セルの追跡アルゴリズムを適
用し，0℃高度より上空に出現する ZDRカラムおよび KDPカラムの特徴を整理している。
既往研究で示されていたように，発達する孤立積乱雲の発生初期や成長期において ZDR







タイムは，ZDRカラムは約 15 分，KDPカラムは約 10 分であることを明らかにしている。 
 
第 6 章では，降水セルの抽出・追跡アルゴリズム（第 2 章），降水セルのライフステ
ージ判別アルゴリズム（第 4 章），発達する降水セルに出現するカラム情報（第 5 章）
を用いた，線状降水帯のリアルタイム検出と運動学的手法の高度化について提案してい













第 7 章は結論であり，各章で得られた成果について要約している。複数の X バンド
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テージの判別手法を開発した。開発したアルゴリズムを 2012 年 8 月 18 日に大阪平
野周辺で生じた局地的豪雨事例に適用した結果，最新時刻の偏波レーダ観測値だけ
で，孤立した降水セルのライフステージを判別すること可能であることを示した。 
4. 0℃高度より上空に出現する ZDRカラムおよび KDPカラムの特徴について解析を行っ
た。既往研究で示されていたように，発達する孤立積乱雲の発生初期や成長期にお
いて ZDRカラムが存在することが，XRAIN データからも確認することができた。ま
た，降雨減衰の影響を受けやすい X バンド帯のレーダ観測値を用いる際の ZDRカラ
ムの限界と KDPカラムの有効性を示した。さらに，カラム出現から地上での降雨ピ






本論文は，X バンド偏波レーダによる 3 次元観測値を高度に活用した，発達する降水
セルの構造解析と局地的豪雨の早期検出を試みたものであり，学術上，実践上寄与する
ところが少なくない。よって，本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと
認める。また，平成 28 年 2 月 22 日，論文内容とそれに関連した事項について試問を行
い，申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し，合格と認めた。 
 
